
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】ドアの回転時、ドア外枠と外枠との小さな隙間

に手足や身体が挟まれた時、怪我や圧死事故を防ぐ回転

ドアを提供する。

【解決手段】回転ドアの回転時、手足や身体がドア外縦

枠４と外枠３の隙間に挟まったり、引込まれた時、ドア

の縦外枠４に設定以上の力が加わると上部から下部枠に

設けたストッパー１２が外れ、ドアの途中からドアが折

れ曲がる事で、今までのドア枠４と外枠３との間の小さ

な隙間を大きな空間へと広がる事で、手足や身体が挟ま

っても、回転ドアがストップするまで、手足や身体に必

要な空間を確保する事により、小さな隙間に挟まったり

、引込まれるような事故を防ぐ事ができる。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
回 転 ド ア の 回 転 中 、 回 転 し て い る 内 側 の ド ア 枠 と 固 定 さ れ て い る 外 枠 と の 間 に 人 や 物 が 挟
ま っ た 時 、 一 定 以 上 の 力 が 加 わ る と ド ア の 途 中 が 折 れ 曲 が っ て 、 ド ア 枠 と 外 枠 と の 間 に 空
間 を 設 け て 、 事 故 を 防 ぐ よ う に し た 構 造 の 回 転 ド ア 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 発 明 に 関 す る 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
こ の 発 明 は 、 ド ア が 回 転 し 人 が 通 過 し よ う と す る 時 に ド ア 枠 と 外 枠 と の 隙 間 に 手 足 や 身 体
が 挟 ま っ た 時 、 セ ン サ ー が 作 動 し 、 回 転 ド ア が 止 ま る ま で の 間 に 、 ド ア 枠 と 外 枠 と の 隙 間
に 手 足 や 身 体 が 挟 ま り 、 事 故 に な る の を ド ア の 途 中 が 折 れ 曲 が っ て 、 外 枠 と の 間 に 緊 急 的
な 空 間 が で き る 事 に よ り 、 怪 我 や 圧 死 事 故 な ど を 防 ぐ 為 の 事 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 の 回 転 ド ア は 、 セ ン サ ー が 感 知 し 作 動 す る 事 で 、 ド ア の 回 転 を 止 め る の み で 、 ド ア 枠
と 外 枠 の 隙 間 に 手 足 や 身 体 が 挟 ま っ て も 、 回 転 が 止 ま る ま で 挟 ま れ た り 、 引 込 ま れ た り し
て 、 ド ア 枠 と 外 枠 の 隙 間 が 広 が る 装 置 は な か っ た 。
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ れ ま で は 、 次 の よ う な 欠 点 が あ っ た 。
回 転 ド ア が 回 転 時 に 、 ド ア 枠 と 外 枠 と の 隙 間 に 手 足 や 身 体 が 挟 ま っ た 時 、 セ ン サ ー が 感 知
し て 回 転 ド ア が 止 ま る ま で 、 ド ア 枠 と 外 枠 の 隙 間 に 手 足 や 身 体 が 挟 ま っ た り 、 引 込 ま れ て
い た の で 、 本 発 明 は 、 こ の 欠 点 を 取 り 除 く 為 に 考 え ら れ た も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る 為 の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
ド ア が 回 転 中 の 緊 急 時 、 回 転 ド ア 縦 外 枠 ▲ ４ ▼ に 必 要 以 上 の 力 が 加 わ っ た 時 、 回 転 ド ア 縦
中 枠 ▲ ５ ▼ か ら 回 転 ド ア の 進 行 方 向 の 反 対 方 向 に ド ア が 折 れ 曲 が り 、 回 転 ド ア 縦 外 枠 ▲ ４
▼ と そ と 枠 ▲ ３ ▼ と の 隙 間 に 臨 時 的 な 大 き な 空 間 を 設 け る 事 で 、 手 足 や 身 体 が 挟 ま れ る 事
故 を 防 ぎ 、 解 決 す る よ う に 構 成 さ れ た 構 造 の 回 転 ド ア で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
今 ま で は 、 回 転 ド ア の 回 転 時 、 回 転 ド ア 縦 外 枠 ▲ ４ ▼ と 外 枠 ▲ ３ ▼ と の 隙 間 に 手 足 や 身 体
が 挟 ま れ て も 、 戸 狭 み セ ン サ ー ▲ ２ ▼ が 感 知 、 作 動 し 、 ド ア の 回 転 が 止 ま る ま で の 間 、 手
足 や 身 体 が 隙 間 に 挟 ま れ た り 、 引 込 ま れ て い た が 、 本 機 は 、 回 転 ド ア 縦 枠 に 設 定 さ れ た 以
上 の 力 が 加 わ る と 、 ス ト ッ パ ー ▲ １ ２ ▼ が 外 れ て 、 回 転 ド ア が 止 ま る ま で の 間 に 、 回 転 ド
ア の ド ア 部 分 の 途 中 （ 回 転 ド ア 縦 中 枠 ▲ ５ ▼ ） か ら 回 転 ド ア の 進 行 方 向 の 反 対 方 向 に 折 れ
曲 が る 事 で 、 回 転 ド ア 縦 外 枠 ▲ ４ ▼ と 外 枠 ▲ ３ ▼ と の 小 さ な 隙 間 が 大 き な 空 間 へ と 広 が る
構 造 で 使 用 さ れ る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
回 転 ド ア の ド ア が 、 途 中 か ら 折 れ 曲 が る 事 で 、 ド ア 外 枠 と 外 枠 の 小 さ な 隙 間 が 大 き な 空 間
に 広 が り 、 手 足 や 身 体 が 挟 ま れ て も 、 大 き な 事 故 に つ な が ら な い 様 に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 図 】

【 図 １ 】
　 回 転 ド ア 平 面 図
【 図 ２ 】
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　 回 転 ド ア 立 面 図
【 図 ３ 】
　 回 転 ド ア 下 枠 断 面 図
【 図 ４ 】
　 回 転 ド ア 下 枠 の 開 放 時 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
１ ． 　 ド ア 回 転 軸
２ ． 　 戸 狭 み セ ン サ ー
３ ． 　 外 枠
４ ． 　 回 転 ド ア 縦 外 枠
５ ． 　 回 転 ド ア 縦 中 枠
６ ． 　 回 転 ド ア 縦 内 枠
７ ． 　 回 転 ド ア 進 行 方 向 矢 印
８ ． 　 回 転 ド ア 上 枠
９ ． 　 回 転 ド ア 下 枠
１ ０ ． 回 転 ド ア 縦 中 枠 軸
１ １ ． ガ ラ ス
１ ２ ． 回 転 ド ア 中 折 ス ト ッ パ ー
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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